
 

 
平成２８年３月３１日 

 
 

平成２８年度「国際共同製作映画支援事業」の採択について 
 

 
 
１．概要 
  別紙１のとおり 
 
２．予算額 
  ２億円 
 
３．採択状況等 
（１）申請件数        ７件 
   ①劇映画        ５件 
   ②アニメーション映画  ２件 
 
（２）採択件数        ４件 
   ①劇映画        ３件 
   ②アニメーション映画  １件 
 
（３）採択一覧（別紙２） 
 
４．審査 
  外部有識者による協力者会議（別紙４）の審査を経て，文化庁長官が決定。 
 
               【本件担当】 

 

文化庁文化部芸術文化課 
  課 長        加藤 敬 （内線 2822） 
  支援推進室長補佐 田中 智雄（内線 2062） 
  メディア芸術振興係 中臺 正明（内線 2083）  
   電話：03－5253－4111（代表） 

このたび，文化庁では，平成２８年度「国際共同製作映画支援事業」の採択を決定し

ましたので，お知らせします。 
なお，本事業は平成２３年度から始まった事業です。 



別紙１ 

〔国際共同製作映画支援制度について〕 

 

 
 

○文化芸術振興費補助金（国際共同製作映画への支援）について 

  映画による国際文化交流を推進し，我が国の映画の振興に資するため，国際共同製作による映画 

の製作活動を支援する。 

 

【予算額】 

  平成 28 年度予算額：208,000 千円（平成 27 年度予算額：204,000 千円） 

  ※バリアフリー字幕・音声制作支援含む（1作品あたり上限：字幕 1,000 千円，音声 1,000 千円） 

 

【対象】 

 ・上映時間１時間以上，補助対象経費１億円以上の劇映画及びアニメーション映画 

 ・公益財団法人ユニジャパンにより「国際共同製作」と認定された映画 

 

【補助額】 

  自己負担金の範囲内で，補助対象経費の 5 分の 1 以内の定額，ただし最高限度額を 52,000 千円とす

る。（バリアフリー字幕・音声ガイド制作費含む） 

 

【応募期間】 

  平成 28 年 1月 4日（月）～平成 28 年 1 月 15 日（金） 

 

○ユニジャパン国際共同製作認定について 

  平成 23 年度より，経済産業省等が推進する国際共同製作に関連し，公益財団法人ユニジャパンが実

施する国際共同製作映画の認定制度。我が国の映画製作者の国際展開を支援推進するため，日本の製作

者団体が参加する映画の国際共同製作のうち，①日本の製作者の海外市場獲得に寄与し，②文化交流・

人材交流を通じた産業のグローバル化や文化の質的向上に寄与する国際共同製作かどうかを審査し，認

定する。 

 

【対象】 

我が国を含む二か国以上で共同製作される劇場用長編映画（劇映画及びアニメーション映画） 

 

【申請期間】 

  随時受付。ただし，平成 28 年度に支援を受ける場合は平成 27 年 11 月 13 日（金）まで。 

 

※「ユニジャパン国際共同製作認定」の詳細につきましては，公益財団法人ユニジャパンのホームページ

を参照ください。 URL：http://www.unijapan.org/co-production/about.html 



別紙２

1 アニメ マレーシア 海獣の子供 (株)美よんどしい 5,000

2 劇映画 台湾 世界でいちばん小さな海 (株)ハーク 2,410

3 劇映画 フランス ライオンは今夜死ぬ (有)ビターズエンド 4,705

4 劇映画 ポルトガル
Lovers on Borders
（ラバーズ・オン・ボーダーズ）

(株)オフィス北野 2,002

（五十音順）

共同
製作国（地域）

団体名番号

平成２８年度「国際共同製作映画支援事業」採択一覧

支援予定額
(万円)活動名区分



別紙３ 

 

平成２８年度文化芸術振興費補助金（国際共同製作映画支援事業）協力者会議 

における審査方法等について 

 

協力者会議では，文化芸術振興費補助金（国際共同製作映画支援事業）交付要綱の

目的及び募集案内で定める要件等を踏まえ，作品の概要及びシナリオ・製作活動計画・

団体実績・スタッフ及びキャスト等を総合的に勘案し，以下のとおり審査を行った。 

 
 ①  審査基準  

  審査は，以下の点に特に留意し，評価をするものとする。  
 
【企画内容】  
 ア 作品の企画意図が明確であること。  
 イ 活動内容が具体的であること。  
 ウ 製作団体の過去の実績に照らして，作品の完成及び公開が実現可能であること。 
 エ 企画意図に則した優れた内容の作品であること。  
 オ スタッフ・キャスト等に高い専門性が認められること。  
 
【運営】  
 カ 製作団体の運営（経理処理を含む）が適正であること。  
 
【社会性】  
 キ 一般に広く公開される予定であること。  
 
【その他】  
 ク 支援の緊要度が高い活動であること。  
 
② 評価の区分 

評価の区分は次のとおりとし，いずれかの評価を行うものとする。 

 
Ａ 是非とも支援すべきである。  
Ｂ 支援することが望ましい。  
Ｃ 支援しても差し支えない。  
Ｄ 支援する必要性に乏しい。  
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平成２８年度国際共同製作映画支援事業協力者会議 

  

 

委 員 名 簿 

 

 

石 坂 健 治   東京国際映画祭プログラミング・ディレクター（アジアの未来部門） 

／日本映画大学教授 

 

井 関   惺   映画プロデュース 

 

大 場 正 敏   鎌倉市川喜多映画記念館総括責任者 

 

髙 山 由 紀 子   脚本家／映画監督 

 

松 本   悟   一般社団法人日本動画協会専務理事・事務局長 

 

 

（敬称略, 五十音順） 


